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背景と目的

「人間関係論」は，看護教育における専門基礎

科目として位置づけられている。その授業目的は，

自己理解を深め，他者とのコミュニケーションに

おける知識・技能を高めることによって，将来，

患者やその家族，医療チーム内でよりよい人間関

係を築くことができるようになることである。

筆者らは，コーチングがこの目的に合致してい

ると考え，授業に取り入れてきた。コーチングで

は，相手を承認し，価値評価や否定することなく

傾聴することで他者との間に信頼を築き，その技

法には，質問によって気づきを与えたり，行動を

促すスキルが含まれているからである。筆者らは

コーチングを活用することで，学生の自己理解，

自己肯定感，コミュニケーション能力などに肯定

的変化が見られることを，これまで明らかにして

きた（鳥羽他, 2018）。
本研究では，コーチングを取り入れた授業の前

後で，学生のコーチングに対する自己効力感およ

びレジリエンスに変化が見られるかどうかの検証

を行った。

方 法

対象は人間関係論を受講している看護専門学校

の 1 年生，38 名。学生をランダムなペアに分け，

全体でのワーク，グループワーク，ピア・コーチ

ングを計 10 回の授業でおこなった。

コーチングに対する自己効力感の指標として，

コーチングコンピテンシー自己効力感尺度改良

版；CCSES-R（西垣, 2015）を, レジリエンスにつ

いては，コナー・デビッドソン回復力尺度

(CD-RISC)を授業初回および最終回に実施した。

結 果

授業前後の CCSES-R の各項目の平均値を

Figure 1 に示した。CCSES-R は 24 項目，6 段階の

自己評価尺度である。すべての項目において，授

業後の方が高い値となった。また t 検定の結果，

全ての項目において，授業前・後の平均の差が，

0.1%水準で有意であった。中でも特に差が大きか

った項目は「相手に状況やその人自身についての

気づき（新しい発見）を与える」「会話の中で感じ

た直観を相手にフィードバックする」であった。

授業前後の CD-RISC の平均値を Figure 2 に示し

た。授業後の平均値は 66.77（SD = 15.81）であり，

授業前（平均値 48.00，SD = 14.69）と比較して高

かった。

考 察

ピア・コーチングを経験することにより，学生

のコーチングに対する自己効力感およびレジリエ

ンスが上昇することが明らかとなった。ピア・コ

ーチングは学生にとって自己成長のきっかけにな

ると考えられる。今後は効果の持続性や，比較対

象群を用いての検証が必要であると考える。
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目 的

筆者らは，看護学生を対象とした人間関係論の授

業においてコーチングを活用した実践を行い，その

効果の検証を行っている。受講生には，毎回ふり返

りを文章化させて提出させおり，そこにはさまざま

な気づきが含まれている。本研究の目的は，最終回

の授業全体に対するふり返りの中から，コーチとし

て感じたことと，クライアントとして感じたことを

それぞれ，KH コーダーを用いて質的な分析を行い，

気づきの構造を明らかにすることである。

方 法

対象は人間関係論を受講している看護専門学校の

1 年生，38 名。学生をランダムなペアに分け，全体

でのワーク，グループワーク，ピア・コーチングを

おこなった。各回の授業内容は以下の通りであった。

①相手に安心感を与える笑顔，関わり方について②

相手を一人の人間として尊重することを学ぶ③自分

を知る④相手を認知承認することとその在り方⑤フ

ィードバックを出すこと，受け取ること⑥コミュニ

ケーションについて⑦自己開示レベルを知り，人間

関係との関係を知る⑧感情のコントロールを学ぶ。

授業の実施にあたり，以下のルールを設けた。①

相手を批判，否定しないこと②相手が自分と向き合

い，自分の気持ちを言葉にできるよう促し，相手を

認め，承認すること③フィードバックを出し，共感

と思いやりを示すことでその実践を促すよう関わる

こと④それぞれが授業で自分の理想の看護師像を描

き，宣言した目標に到達するために自己変革にむか

うこと⑤毎週，自分の行動の振り返りと目標，行動

の修正を行い，お互いに前進，成長できるように相

互に見守ること。

ここでは，最終回に全体をふり返りコーチとして，

およびクライアントとして感じたことを記述した文

章を KH コーダーで分析した結果を示す。

結 果

クライアントとして感じたことについてクラスタ

ー分析を行った結果を Figure 1 に示す。「嬉しい」「話

す」「知れる」などの語が抽出された。相手との関わ

りから得られる気づきや学びが前向きな気持ちに繋

がっていることが示唆された。コーチとして感じた

ことの分析からは，「嬉しい」「伝える」「学べる」な

どの語が抽出され、相手との関わりから刺激や学び

が得られたことが示された。

クライアント体験に関する感想の

クラスター分析結果

考 察

ピア・コーチングの経験を通して，学生たちが他

者や自分自身と向き合い，気づきを得たり，喜びを

感じていることがわかった。
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